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）

南
十
字
星
の
下
に

眠
る
戦
友
を
祈
る

愛
知
県

松

村

文

八

私
の
生
ま
れ
た
所
は
、
長
野
県
の
最
南
端
の
売
木
村
で

す
。
そ
の
後
、
豊
橋
の
現
住
所
に
移
住
し
ま
し
た
。
両
親

の
許
に
六
人
の
兄
弟
姉
妹
で
、
私
は
次
男
で
弟
は
二
人
、

姉
二
人
の
八
人
家
族
で
し
た
。
末
弟
が
罹
病
し
て
十
二
歳

で
他
界
し
ま
し
た
。
村
は
す
べ
て
農
林
業
で
し
た
。
大
正

か
ら
昭
和
の
初
期
の
大
恐
慌
で
、
貧
富
の
差
は
ま
す
ま
す

激
し
き
中
、
僅
か
一
握
り
の
人
間
が
裕
福
な
生
活
を
し
、

国
民
の
大
多
数
が
生
き
て
行
く
の
に
、
精
い
っ
ぱ
い
の
時

代
で
し
た
。
で
も
近
隣
の
人
達
は
人
情
味
豊
か
で
、
山
紫

水
明
の
山
里
で
、
近
く
を
流
れ
る
小
川
は
、
峯
や
山
、
そ

し
て
谷
か
ら
谷
へ
と
合
流
し
、
あ
の
一
滴
一
滴
が
合
流
し

て
、
末
は
名
高
き
天
竜
川
の
大
河
に
な
り
ま
す
。

兄
は
家
業
を
受
け
継
ぐ
べ
く
、
親
父
に
付
い
て
農
林
業

を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
姉
二
人
は
学
校
卒
業
後
、
豊
橋
の

製
糸
工
場
に
働
き
に
行
き
、
皆
真
面
目
に
親
孝
行
で
、
兄

弟
も
仲
睦
ま
じ
く
、
笑
い
の
絶
え
ぬ
幸
福
な
子
供
時
代
で

し
た
。
私
も
高
等
科
二
年
終
了
後
の
昭
和
十
二
（
一
九
三

七
）
年
春
四
月
、
名
古
屋
市
中
区
の
鉄
工
所
に
見
習
工
員

と
し
て
（
住
み
込
み
）
働
き
ま
し
た
。
呼
び
名
は
「
丁
稚

小
僧
・
使
い
走
り
」
で
し
た
。

起
床
五
時
三
十
分
、
工
場
内
清
掃
、
機
械
の
油
差
し
で

始
ま
り
、
六
時
三
十
分
に
朝
食
、
七
時
三
十
分
、
作
業
始
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め
の
サ
イ
レ
ン
が
工
場
内
に
響
く
。
そ
し
て
昼
食
、
夕
食

後
も
職
人
さ
ん
た
ち
は
残
業
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。休

日
は
毎
月
一
日
と
十
五
日
の
二
回
で
、
そ
の
時
に
小

遣
い
と
し
て
五
十
銭
頂
戴
し
ま
し
た
。
社
長
さ
ん
の
取
り

計
ら
い
で
、
愛
知
県
立
工
業
青
年
学
校
（
夜
間
部
）
に
通

学
さ
せ
て
頂
き
、
勉
学
に
励
み
ま
し
た
。
夕
方
五
時
に
作

業
終
了
で
、
学
校
に
一
目
散
に
走
っ
て
登
校
し
、
三
、
四

時
間
程
の
勉
強
で
し
た
。
急
い
で
帰
宅
し
、
九
時
半
頃
に

夕
食
・
入
浴
と
、
毎
日
来
る
日
も
来
る
日
も
頑
張
っ
て
や

り
ま
し
た
。
社
長
さ
ん
の
お
陰
で
し
た
。

あ
る
時
、
学
校
の
掲
示
板
に
ポ
ス
タ
ー
が
あ
り
、「
陸

軍
兵
器
学
校
生
徒
募
集
」
と
あ
り
、
教
官
に
相
談
し
ま
し

た
。教

官
は
「
町
工
場
で
働
く
の
も
良
い
が
、
君
も
現
代
の

世
情
か
ら
見
れ
ば
当
然
、
徴
兵
検
査
で
軍
隊
に
行
く
だ
ろ

う
。
そ
の
時
は
兵
器
学
校
卒
業
者
は
特
待
で
優
遇
さ
れ
る

ぞ
」
と
の
言
葉
に
励
ま
さ
れ
、
社
長
の
許
可
を
頂
戴
し
て

受
験
し
ま
し
た
。

駄
目
元
と
の
考
え
で
し
た
が
、
見
事
に
合
格
で
す
。

昭
和
十
六
年
六
月
一
日
、
入
校
許
可
の
辞
令
が
届
き
ま

し
た
。
一
番
に
社
長
さ
ん
に
報
告
し
て
お
許
し
を
頂
き
、

先
輩
や
同
僚
に
も
祝
福
さ
れ
、
学
校
の
教
官
に
は
激
励
さ

れ
ま
し
た
。
両
親
に
は
手
紙
で
連
絡
し
ま
し
て
、
入
校
の

日
ま
で
会
社
に
お
礼
奉
公
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
祝
福
さ

れ
て
学
校
に
行
く
の
だ
と
思
っ
た
だ
け
で
緊
張
し
ま
し

た
。い

よ
い
よ
神
奈
川
県
淵
の
辺
・
陸
軍
兵
器
学
校
工
科
生

徒
で
す
。
こ
れ
か
ら
二
年
五
カ
月
で
す
。
勿
論
、
こ
の
た

め
に
昭
和
十
七
年
秋
に
町
役
場
か
ら
兵
事
係
の
方
が
来
宅

し
て
、
両
親
に
「
文
八
さ
ん
は
徴
兵
検
査
免
除
で
す
。
陸

軍
学
生
で
、
特
別
志
願
扱
い
に
な
っ
て
い
ま
す
」
で
し

た
。学

校
は
兵
器
技
術
訓
練
教
育
以
前
に
兵
科
全
般
、
特
に

基
本
は
歩
兵
訓
練
に
力
を
入
れ
、
教
科
・
教
本
を
は
じ
め

典
範
令
を
一
応
軍
人
と
し
て
の
基
礎
教
育
を
充
分
、
五
体

に
叩
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
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兵
器
（
機
）
技
術
教
育
も
、
火
器
学
科
が
第
一
番
で
し

た
。
小
は
十
四
年
式
拳
銃
に
始
ま
り
、
三
八
式
歩
兵
（
騎

兵
）
銃
、
軽
・
重
機
関
銃
、
山
砲
、
大
隊
砲
、
高
射
砲
、

野
砲
か
ら
曲
射
・
臼
・
要
塞
砲
と
分
類
す
る
と
本
当
に
多

く
の
火
器
が
あ
り
、
そ
の
作
戦
と
戦
場
に
お
い
て
不
可
欠

な
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
と
同
時
に
闘
志
が
沸
き

起
こ
り
ま
し
た
。
ま
た
こ
れ
ら
火
器
に
必
要
と
さ
れ
る
銃

弾
・
砲
弾
、
そ
し
て
火
薬
類
に
も
種
々
あ
り
、
こ
れ
ら
の

勉
強
は
非
常
に
大
変
で
し
た
。

こ
の
頃
、
独
逸
と
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
（
ロ
シ
ア
）
が
激
突

し
て
、
日
本
も
満
州
の
関
東
軍
の
充
実
に
力
を
入
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
我
が
校
か
ら
も
、
各
兵
站
基
地
の

弾
薬
補
給
廠
に
行
動
命
令
が
あ
り
ま
し
た
。
自
分
た
ち
学

生
も
名
古
屋
の
補
給
廠
へ
出
張
し
ま
し
た
。
市
内
の
学
校

は
夏
季
休
暇
で
す
。
そ
の
休
暇
の
体
育
館
を
使
用
し
て

「
砲
弾
の
薬
き
ょ
う
」
に
火
薬
を
充
塡
す
る
作
業
を
行
う

の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
危
険
な
こ
と
を
民
間
の
学
校
で
行

わ
せ
て
い
た
こ
と
は
、
今
思
っ
て
も
背
筋
が
寒
く
な
る
よ

う
な
こ
と
で
し
た
。
約
四
十
日
間
、
民
宿
さ
せ
て
頂
き
、

こ
の
丸
秘
の
作
業
を
行
っ
た
の
で
し
た
。

こ
の
作
業
は
時
に
は
昼
夜
連
続
の
作
業
で
し
た
。
中
で

も
黄
色
火
薬
は
一
番
苦
し
か
っ
た
。
一
面
に
黄
色
の
煙
が

立
ち
込
め
、
呼
吸
が
苦
し
く
な
り
ま
し
た
。
中
に
は
倒
れ

て
医
務
室
に
担
架
で
運
ば
れ
た
友
も
い
ま
し
た
。
全
員
の

身
体
が
黄
色
く
な
り
、
黄
疸
症
状
で
一
人
死
亡
し
ま
し

た
。
可
哀
相
に
十
八
歳
の
青
春
を
、
と
思
い
ま
す
。
御
家

族
が
遺
体
を
引
き
取
り
に
来
ら
れ
、
私
た
ち
全
員
で
彼
の

冥
福
を
祈
り
お
別
れ
し
ま
し
た
。
扱
い
は
単
な
る
病
死
と

の
こ
と
で
し
た
。

任
務
終
了
で
学
校
に
戻
り
ま
し
た
。
入
校
以
来
、
夜
間

に
南
京
虫
の
出
現
で
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
各
区
隊

に
数
人
ず
つ
の
残
留
警
備
要
員
が
い
ま
し
て
、
彼
ら
が
私

た
ち
が
い
な
い
間
、
徹
底
的
に
全
ベ
ッ
ド
の
消
毒
・
殺
虫

を
行
っ
た
た
め
に
「
今
夜
か
ら
は
、
充
分
安
眠
で
き
る

ぞ
」
で
し
た
。

翌
日
の
早
朝
、
教
官
よ
り
訓
示
が
あ
り
「
不
在
中
の
四

十
日
分
の
教
育
を
一
挙
に
取
り
戻
す
。
本
日
よ
り
猛
特
訓
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だ
」
と
言
う
こ
と
で
、
教
練
に
拍
車
が
掛
か
り
ま
し
た
。

時
、
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、
大
東
亜
戦
争
の
勃
発

で
す
。
校
内
の
空
気
に
も
緊
張
が
漲
り
ま
し
た
。
年
末
年

始
の
休
暇
も
半
数
ず
つ
、
前
期
組
、
後
期
組
に
分
か
れ
、

し
か
も
日
数
も
二
日
か
三
日
で
し
た
。

在
校
中
の
主
な
行
事
を
振
り
返
っ
て
想
い
起
こ
し
ま
す

と
、
寒
風
の
吹
き
荒
れ
る
二
月
、
相
模
川
の
渡
河
訓
練
、

夏
季
の
袖
師
海
岸
で
の
遠
泳
演
習
、
陸
軍
演
習
に
便
乗
し

た
八
王
子
方
面
へ
の
民
宿
に
よ
る
秋
季
演
習
、
各
兵
科
部

隊
へ
の
短
期
入
隊
訓
練
、
大
山
神
社
に
登
山
し
て
武
運
長

久
・
行
軍
必
勝
祈
願
、
な
ど
で
し
た
。

学
業
の
終
了
と
卒
業
も
真
近
に
迫
り
、
各
人
に
区
隊
長

よ
り
任
地
希
望
を
申
出
る
よ
う
に
と
の
話
が
あ
り
ま
し

た
。
第
一
希
望
、
第
二
希
望
を
自
分
の
希
望
で
申
し
出
る

の
で
す
が
、
勿
論
「
最
終
決
定
は
、
上
層
部
に
て
決
す
」

と
言
う
こ
と
で
し
た
。
十
月
初
め
に
軍
装
品
や
軍
刀
の
注

文
を
す
る
こ
と
や
卒
業
記
念
写
真
撮
影
な
ど
が
あ
り
、
心

は
浮
き
浮
き
で
し
た
が
、
多
忙
で
し
た
。

昭
和
十
八
年
十
月
三
十
日
付
き
で
「
任
陸
軍
兵
技
伍

長
・
松
村
文
八
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
任
地
は
第
一
希
望

の
通
り
南
方
戦
線
で
し
た
。
し
か
も
南
方
総
軍
司
令
部
付

と
決
定
し
ま
し
た
。
内
地
勤
務
及
び
任
地
部
隊
へ
直
行
で

き
る
同
期
生
は
即
日
出
発
で
し
た
。

卒
業
式
並
び
に
壮
行
会
が
あ
り
ま
し
た
。
在
校
生
が
全

員
二
列
に
整
列
し
た
中
を
歩
武
堂
々
と
行
進
し
、
陸
軍
技

術
伍
長
の
真
新
し
き
襟
章
も
光
輝
き
、
晴
々
と
し
ま
し
た

顔
で
校
門
を
後
に
し
ま
し
た
。

自
分
た
ち
南
方
関
係
は
、
少
し
遅
れ
る
と
の
伝
達
が
あ

り
、
全
員
一
泊
外
出
が
許
可
さ
れ
ま
し
た
。
我
が
家
へ
帰

り
、
氏
神
様
や
先
祖
の
霊
位
に
武
運
長
久
を
念
じ
、
親
兄

弟
・
親
戚
や
近
隣
の
方
々
に
お
別
れ
を
申
し
上
げ
て
壮
途

に
つ
き
ま
し
た
。

数
日
間
、
学
校
に
て
待
機
で
す
。
在
校
生
の
世
話
に
な

り
な
が
ら
、
任
地
の
こ
と
を
想
像
し
て
同
期
生
と
語
り
合

い
ま
し
た
。
週
番
士
官
か
ら
達
し
が
あ
り
「
貴
官
た
ち
は

十
一
月
六
日
、
宇
品
に
集
結
せ
よ
」
で
し
た
。
同
期
同
行

三
十
人
は
、
区
隊
長
以
下
各
教
官
並
び
に
諸
先
輩
に
激
励
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さ
れ
、
在
校
生
徒
が
「
淵
ノ
辺
駅
」
ま
で
列
を
な
し
て
、

挙
手
の
礼
で
見
送
っ
て
く
れ
「
意
気
正
に
天
を
衝
く
」
の

気
概
で
し
た
。

宇
品
に
は
全
国
か
ら
各
兵
団
兵
科
の
者
が
集
結
し
て
い

ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
船
舶
は
、
元
病
院
船
で
し
た
。
船

倉
に
は
火
器
、
弾
薬
、
糧
秣
、
そ
の
他
必
需
品
が
満
載
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
船
室
部
は
急
造
の
三
、
四
段
ベ
ッ
ド
、

座
す
る
が
ち
ょ
う
ど
の
高
さ
で
、
頭
が
天
井
に
ゴ
ツ
ン
で

す
。
十
三
隻
の
輸
送
船
団
で
す
。
海
軍
の
駆
逐
艦
、
海
防

艦
が
数
隻
、
遠
く
ま
た
近
く
と
走
っ
て
護
衛
し
て
く
れ
て

い
ま
し
た
。
頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
乗
っ
た
船
も
、
船
首
と
船
尾
に
砲
座
が
設

備
し
て
あ
り
ま
し
た
。
暁
兵
団
の
船
舶
砲
兵
が
、
そ
の
任

に
当
た
っ
て
い
ま
し
た
。
一
般
兵
科
か
ら
は
選
出
し
て
対

潜
水
艦
と
対
飛
行
機
の
監
視
要
員
が
甲
板
上
に
出
て
、
空

と
水
面
を
睨
ん
で
い
る
。
自
分
た
ち
若
手
の
下
士
官
三
十

人
は
、
特
に
対
潜
・
対
空
の
監
視
の
た
め
、
五
人
の
六
交

替
制
で
行
え
と
船
舶
司
令
よ
り
依
頼
を
受
け
、
当
番
制
で

任
務
に
つ
き
ま
し
た
。

大
海
原
の
中
、
船
は
ど
こ
を
ど
の
よ
う
に
航
行
し
て
い

る
の
か
一
切
不
明
で
し
た
。
港
に
入
り
ま
し
た
。
台
湾
の

高
雄
と
の
事
で
し
た
。
日
本
内
地
だ
っ
た
ら
降
雪
を
見
る

頃
な
の
に
、
半
袖
の
シ
ャ
ツ
一
枚
で
充
分
で
す
。
三
日
目

に
そ
こ
を
出
帆
し
ま
し
た
。
後
々
恐
れ
ら
れ
た
魔
の
バ

シ
ー
海
峡
付
近
に
て
、
一
隻
が
潜
水
艦
か
ら
の
魚
雷
攻
撃

で
沈
没
し
ま
し
た
。

昭
和
十
八
年
十
二
月
二
日
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
（
昭
南

島
）
へ
無
事
入
港
、
上
陸
し
ま
し
た
。「
美
し
い
島
だ
」

と
誰
云
う
と
な
く
語
り
、
眺
め
て
い
ま
し
た
。
南
方
総
軍

司
令
部
（
威
）
は
仏
印
（
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
）
サ
イ
ゴ
ン

に
あ
り
、
一
応
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
司
令
部
に
行
き
着
任
の
申

告
を
し
ま
し
た
。
こ
の
時
点
で
は
、
同
期
戦
友
は
三
十
人

で
し
た
が
、
こ
こ
か
ら
は
各
人
そ
れ
ぞ
れ
原
隊
の
所
在
地

へ
と
別
行
動
に
な
り
ま
し
た
。

自
分
の
原
隊
は
泰
領
の
ワ
ン
ヤ
イ
に
駐
留
し
て
（
泰タイ
緬メン

鉄
道
警
備
の
任
に
あ
る
大
塚
部
隊
で
す
）
約
半
数
程
は
南
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兵
営
（
旧
英
軍
兵
営
）
に
て
次
な
る
指
示
を
待
て
、
と
言

う
こ
と
で
し
た
。
半
数
の
戦
友
た
ち
に
別
れ
を
告
げ
再
会

を
約
し
て
別
れ
ま
し
た
。
自
分
は
灘
兵
団
よ
り
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
連
絡
所
に
迎
え
が
き
た
、
と
の
知
ら
せ
で
、
急
遽

出
発
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
同
期
の
全
戦
友
は
四
散
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

鉄
道
列
車
で
北
進
、
泰
領
に
入
り
、「
ノ
ン
プ
ラ
ド
ッ

ク
駅
」
に
て
下
車
、
一
泊
し
ま
し
た
。
兵
舎
は
掘
っ
建
て

柱
に
椰
子
の
葉
の
囲
い
で
す
。
横
に
な
る
と
木
の
葉
の
間

か
ら
星
空
が
眺
め
ら
れ
、
ち
ょ
っ
と
風
流
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。
も
う
三
十
歳
を
過
ぎ
た
と
思
え
る
よ
う
な
兵
隊
さ

ん
が
「
風
呂
が
沸
い
た
の
で
入
っ
て
下
さ
い
」
と
言
う
の

で
「
有
難
う
」
で
行
き
ま
す
と
、
ド
ラ
ム
缶
風
呂
で
、
下

駄
を
履
い
て
入
る
の
で
し
た
。
熱
帯
地
方
で
大
空
の
下
で

風
呂
と
は
実
に
風
流
こ
の
上
な
し
で
す
。

老
兵
に
感
謝
の
心
を
告
げ
て
翌
朝
出
発
、
一
路
車
上
の

人
と
な
り
ま
し
た
。
列
車
の
速
度
が
落
ち
て
停
車
し
ま
し

た
。「
全
員
下
車
し
て
車
両
を
押
し
て
下
さ
い
」
と
。
大

き
い
荷
重
の
時
は
、
こ
の
峠
は
自
力
で
登
坂
で
き
ぬ
と
の

事
、
初
め
て
の
体
験
で
し
た
。

目
的
地
の
「
ワ
ン
ヤ
イ
」
に
は
、
そ
の
日
に
到
着
し
ま

し
た
。
十
二
月
十
五
日
で
す
。
部
隊
長
は
じ
め
諸
上
官
に

申
告
し
、
大
塚
部
隊
の
一
員
と
し
て
働
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
部
隊
は
応
召
兵
で
編
成
さ
れ
て
い
る
の
で
老
兵
が

多
く
、
軍
医
さ
ん
と
自
分
と
は
、
他
の
将
校
・
下
士
官
と

は
別
待
遇
で
、
三
十
過
ぎ
の
当
番
兵
が
何
か
に
と
世
話
を

し
て
く
れ
、
か
え
っ
て
恐
縮
す
る
次
第
で
し
た
。
彼
ら
は

岡
山
編
成
の
部
隊
で
、
妻
子
の
あ
る
人
多
し
と
の
事
、
自

分
は
戦
友
に
接
す
る
如
く
彼
ら
と
親
し
み
ま
し
た
。

昭
和
十
九
年
の
新
年
を
迎
え
、
全
員
に
僅
か
で
す
が
祝

酒
が
で
ま
し
た
。
三
十
歳
を
過
ぎ
た
人
生
の
猛
者
で
す

「
現
地
酒
ブ
ラ
ン
デ
ー
」
を
入
手
し
て
来
て
楽
し
く
や
っ

て
い
ま
し
た
。
自
分
に
日
本
の
現
状
を
話
し
て
く
れ
と
頼

ま
れ
、
夜
半
ま
で
話
し
込
ん
で
い
た
ら
、
曹
長
さ
ん
に
怒

鳴
ら
れ
ま
し
た
。

部
隊
移
動
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
ま
し
た
。
任
地
は
「
ボ

ル
ネ
オ
」
と
の
事
で
し
た
。
そ
の
準
備
に
大
多
忙
と
な
り
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ま
し
た
。
着
任
以
来
約
一
カ
月
、
部
隊
所
有
の
兵
器
も
全

部
掌
握
で
き
て
い
な
い
の
に
大
変
で
し
た
。
一
心
不
乱
に

火
器
、
弾
薬
、
そ
の
他
を
、
台
帳
と
照
合
す
べ
く
大
多
忙

で
し
た
。

後
日
談
、
他
兵
団
の
先
任
兵
技
士
官
が
申
さ
れ
ま
し

た
。「

貴
君
は
若
い
な
ア

第
一
戦
（
敵
前
）
に
お
い

て
、
一
つ
一
つ
帳
簿
の
照
合
す
る
の
は
馬
鹿
の
す
る
こ
と

だ
。
兵
隊
の
生
命
を
考
え
て
行
動
せ
よ
」
で
し
た
。

「
も
っ
と
も
、
道
理
だ
」
と
思
い
ま
し
た
。

昭
和
十
九
年
一
月
八
日
、
泰
国
か
ら
マ
レ
ー
半
島
を
南

下
、
国
境
通
過
（
昭
南
島
）
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
到
着

し
ま
し
た
。
俺
の
軍
隊
っ
て
何
だ
ろ
う
。
学
校
卒
業
以

来
、
根
無
し
草
の
よ
う
に
絶
え
ず
移
動
し
て
い
る
。
今
度

の
行
く
先
は
ボ
ル
ネ
オ
ら
し
い
。
船
便
待
ち
で
埠
頭
や
そ

の
辺
の
広
場
に
て
待
機
し
て
ろ
で
し
た
。

二
月
に
な
っ
た
と
思
う
。
米
軍
の
偵
察
機
ら
し
き
飛
行

機
が
飛
来
し
ま
し
た
。
以
来
、
何
日
、
敵
機
の
来
襲
が
あ

る
か
と
、
上
層
部
で
は
心
配
し
て
い
ま
し
た
。
日
の
丸
の

友
軍
機
は
一
機
だ
に
飛
来
せ
ず
で
し
た
。

三
月
六
日
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
港
を
抜
錨
、
南
シ
ナ
海
を

北
進
、
力
い
っ
ぱ
い
、
敵
機
と
敵
潜
水
艦
を
特
別
警
戒
し

ま
し
た
。
船
脚
は
遅
く
、
甲
板
上
で
は
機
関
砲
も
重
機
関

銃
か
ら
三
八
式
の
歩
兵
銃
ま
で
、
我
々
に
向
か
い
く
る
敵

に
は
「
如
何
に
蟷とう
螂ろう
の
斧
と
笑
わ
ば
笑
え
、
我
撃
ち
て
し

止
ま
む
」
の
心
意
気
で
し
た
。

北
部
ボ
ル
ネ
オ
に
は
三
月
一
日
に
投
錨
。
二
十
五
日
間

の
航
海
の
長
か
っ
た
こ
と
、
全
員
は
「
ほ
っ
と
、
や
れ
や

れ
」
で
サ
ン
ダ
カ
ン
に
上
陸
し
ま
し
た
。
自
分
は
第
三
十

七
軍
司
令
部
（
秘
匿
号
・
灘
兵
団
）
付
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し

た
。独

立
混
成
第
五
十
六
旅
団
（
同
・
貫
き
兵
団
）、
同
じ

く
独
立
第
七
十
一
旅
団
（
同
・
敢
闘
兵
団
）
等
が
サ
ン
ダ

カ
ン
・
西
海
岸
の
ゼ
ッ
セ
ル
ト
ン
、
少
し
南
の
ブ
ル
ネ
イ

と
ミ
リ
に
配
置
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
ボ
ル
ネ
オ
全
地
帯
を
死

守
す
る
の
が
灘
兵
団
の
任
務
で
し
た
。

な
お
三
月
六
日
、
市
内
の
偵
察
を
指
示
さ
れ
、
街
を
行
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き
ま
す
と
、
こ
こ
は
昔
か
ら
近
隣
諸
国
と
の
交
易
が
盛
ん

だ
っ
た
貿
易
港
で
す
。
街
並
も
立
派
で
活
気
が
満
ち
溢
れ

て
い
ま
す
。
飲
食
店
、
酒
場
、
床
屋
が
あ
り
、
果
物
屋
に

は
南
国
特
有
の
美
味
な
も
の
が
山
と
積
ま
れ
て
い
ま
す
。

港
も
大
型
船
か
ら
小
さ
な
船
ま
で
出
入
り
が
盛
ん
で
し

た
。本

部
へ
帰
る
と
「
第
一
、
第
二
、
第
三
の
各
中
隊
へ
の

電
話
布
設
が
未
定
で
あ
る
。
松
村
伍
長
、
兵
を
五
人
連
れ

て
至
急
に
工
事
に
着
手
せ
よ
」
と
命
ぜ
ら
れ
、
九
二
式
有

線
電
話
を
点
検
し
、
各
中
隊
間
の
通
信
・
通
話
工
事
に
、

一
日
位
で
完
成
し
ま
し
た
。
幹
部
連
中
が
「
松
村
は
良
く

働
く
」
と
一
応
認
識
し
て
く
れ
ま
し
た
。

軍
司
令
部
兵
器
部
長
よ
り
「
敵
潜
に
よ
り
撃
沈
さ
れ

て
、
丸
裸
で
い
る
部
隊
に
対
し
て
、
兵
器
検
査
を
敢
行
せ

よ
。
員
数
不
足
、
員
数
越
加
、
重
火
器
か
ら
小
銃
に
至
る

ま
で
、
弾
薬
の
保
有
数
も
併
せ
て
調
査
せ
よ
」
と
の
特
命

が
出
ま
し
た
。
そ
こ
で
自
分
は
思
っ
た
の
で
す
が
「
先
任

者
は
何
を
し
て
い
た
の
か
」
と
腹
が
立
つ
よ
り
激
怒
し
て

「
眼
前
に
敵
影
を
眺
め
て
、
何
た
る
こ
と
か
」
と
思
い
ま

し
た
が
、
現
実
の
問
題
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
対
処
す
べ

き
か
、
と
本
当
に
大
変
で
し
た
。

某
所
に
弾
薬
が
確
保
し
て
あ
る
、
と
い
え
ば
「
松
村
、

受
領
に
行
け
」
で
し
た
。
す
ぐ
旧
オ
ラ
ン
ダ
軍
捕
虜
（
彼

ら
の
こ
と
を
兵
補
と
言
う
）
四
人
を
連
れ
、
小
舟
に
乗
っ

て
行
き
ま
し
た
。
自
分
の
武
器
は
十
四
年
式
拳
銃
一
丁
と

日
本
刀
一
振
り
で
す
。
我
も
人
な
り
彼
も
人
な
り
、
で
任

務
に
つ
き
ま
し
た
が
、
全
然
オ
ラ
ン
ダ
語
は
知
り
ま
せ

ん
。
彼
ら
も
日
本
語
を
知
り
ま
せ
ん
が
、
結
構
意
志
は
通

じ
、
任
務
を
終
了
し
ま
し
た
。

こ
の
頃
、
敵
の
ス
パ
イ
が
侵
入
し
て
、
日
本
軍
の
動
静

を
調
査
し
、
現
地
人
を
煽
動
し
て
い
る
と
い
う
情
報
が
入

り
、
一
個
中
隊
が
警
備
の
任
務
に
着
き
ま
し
た
。
夜
間
定

時
刻
に
狼
煙
が
花
火
の
如
く
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
サ
ン
ダ
カ
ン
の
街
中
も
山
奥
に
避
難
し
た
の
か
人
通

り
が
少
な
く
な
り
、
自
分
た
ち
は
、
こ
ん
な
こ
と
で
は
い

つ
敵
襲
に
遭
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
く
当
然
だ
と
思
い
ま

し
た
。
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昭
和
十
七
年
秋
頃
か
ら
ア
メ
リ
カ
軍
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
反

攻
の
た
め
、
陸
・
海
・
空
の
三
軍
を
も
っ
て
猛
攻
撃
を
敢

行
中
と
の
ニ
ュ
ー
ス
が
入
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
呼
応
し
て

印
度
英
軍
・
オ
ラ
ン
ダ
軍
・
濠
洲
軍
な
ど
各
国
の
連
合
軍

も
一
大
反
撃
に
出
て
き
ま
し
た
。
こ
の
頃
に
は
、
既
に
日

本
海
軍
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
て
お
り
、
制
空
権
は
敵

に
奪
わ
れ
、
外
地
へ
の
弾
薬
、
糧
秣
を
は
じ
め
諸
物
資
の

搬
送
・
補
給
は
不
可
能
の
状
態
で
し
た
。

肉
弾
を
も
っ
て
優
勢
な
敵
を
相
手
に
戦
う
の
だ
と
、
全

軍
、
誠
に
悲
愴
・
悲
惨
な
状
態
に
な
る
こ
と
を
覚
悟
し
て

い
ま
し
た
。
昼
間
は
木
陰
に
身
を
潜
め
、
夜
間
の
み
し
か

活
動
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
飛
行
機
が
一
機
も
な
く
て

も
「
滑
走
路
を
完
全
に
整
備
せ
よ
」
で
し
た
。
敵
の
偵
察

機
が
こ
れ
を
見
て
日
本
空
軍
健
在
と
思
い
、
ま
た
爆
撃
機

が
飛
来
し
て
、
幾
百
の
爆
弾
を
投
下
し
た
り
機
銃
掃
射
し

て
立
ち
去
り
ま
す
。
我
々
は
夜
間
に
応
急
処
置
で
こ
の
滑

走
路
を
整
地
し
て
朝
を
待
ち
ま
す
。
先
日
と
同
様
偵
察
機

に
続
き
爆
撃
機
が
飛
来
し
、
爆
弾
の
雨
を
降
ら
せ
る
。

我
々
は
勿
論
、
退
避
壕
を
掘
っ
て
爆
撃
か
ら
身
を
遮
蔽
し

て
い
ま
し
た
。

五
〇
〇
キ
ロ
の
爆
弾
が
近
く
に
落
ち
る
と
身
体
が
宙
に

浮
き
上
が
り
、
耳
の
鼓
膜
が
破
れ
る
。
と
に
か
く
敵
と
の

根
競
べ
の
戦
い
で
し
た
。
自
分
も
何
度
か
「
も
う
駄
目

だ
」
と
思
っ
た
こ
と
で
す
。
ま
た
熱
帯
マ
ラ
リ
ア
の
三
日

熱
に
罹
り
、
三
日
間
意
識
不
明
の
高
熱
に
冒
さ
れ
ま
し

た
。
軍
医
さ
ん
が
特
効
薬
を
服
用
さ
せ
て
下
さ
っ
て
命
を

取
り
止
め
ま
し
た
が
、
以
後
終
戦
に
よ
り
復
員
後
、
故
郷

に
帰
っ
た
後
も
何
度
か
発
病
し
ま
し
た
。

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
転
進
命
令
で
、
夜
陰
に
紛

れ
ク
ダ
ツ
ま
で
進
み
、
翌
日
司
令
部
の
位
置
ア
ビ
に
到
着

し
ま
し
た
。
参
謀
部
か
ら
各
部
隊
の
兵
器
の
状
態
は
ど
う

か
と
問
わ
れ
ま
し
た
。
自
分
に
は
各
部
隊
の
所
在
が
不
明

な
た
め
に
返
答
で
き
ず
、
厳
重
注
意
を
受
け
ま
し
た
。
一

兵
器
軍
曹
ご
と
き
に
質
問
せ
ず
、
参
謀
な
ら
ば
「
自
分
の

目
や
足
で
調
査
せ
よ
」
と
云
い
た
か
っ
た
と
い
う
思
い
で

し
た
。

兵
器
学
校
の
二
期
先
輩
・
高
木
軍
曹
が
ゲ
リ
ラ
と
交
戦
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し
、
自
動
小
銃
の
弾
丸
を
全
身
に
七
発
受
け
て
、
名
誉
な

戦
死
で
し
た
。
彼
は
満
州
方
面
か
ら
の
南
下
部
隊
で
、
途

中
二
回
も
敵
潜
水
艦
の
魚
雷
の
攻
撃
に
遭
遇
し
、
船
は
沈

没
し
た
が
自
分
は
助
か
っ
た
と
、
言
っ
て
い
た
の
に
、
こ

の
ボ
ル
ネ
オ
が
墳
墓
の
地
と
な
っ
た
、
誠
に
残
念
で
し

た
。こ

の
時
点
で
、
戦
病
死
し
た
軍
人
の
数
が
多
く
て
、
戦

場
と
は
い
え
、
荼だ
毘び
あ
る
い
は
埋
葬
も
で
き
な
か
っ
た

各
々
霊
位
に
対
し
、
心
よ
り
お
許
し
を
得
た
い
と
念
じ
て

お
り
ま
す
。

飛
行
機
も
双
胴
の
ロ
ッ
キ
ー
ド
や
グ
ラ
マ
ン
機
が
多
く

の
編
隊
で
来
襲
し
、
一
番
機
が
急
降
下
爆
撃
を
行
い
、
次

い
で
二
番
機
、
三
番
機
と
上
空
で
旋
回
し
な
が
ら
次
々
攻

撃
を
加
え
て
来
ま
し
た
。
当
初
は
地
上
よ
り
高
射
砲
、
高

射
機
関
銃
で
応
戦
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
高
高
度
か
ら
の

的
確
な
爆
弾
投
下
と
な
り
、
各
陣
地
は
木
っ
端
み
じ
ん
に

粉
砕
さ
れ
ま
し
た
。

各
部
隊
は
奥
地
に
移
動
し
、
物
資
の
補
給
が
途
絶
え
て

い
る
か
ら
、
自
給
自
足
に
頼
る
し
か
な
く
、
焼
き
畑
農
法

で
タ
ビ
オ
カ
（
薩
摩
芋
）、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
等
を
植
え
付

け
ま
し
た
。
し
か
し
、
少
し
大
き
く
な
り
ま
す
と
猪
が
来

て
一
夜
の
う
ち
に
食
い
荒
ら
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
木

の
若
芽
や
野
草
な
ど
食
え
る
も
の
は
す
べ
て
口
に
入
れ
ま

し
た
。
蛇
も
蜥
蜴
も
美
味
で
し
た
。

八
月
十
日
頃
だ
っ
た
、
軍
司
令
官
が
自
分
た
ち
の
集
合

小
屋
に
激
励
に
来
て
「
貴
君
た
ち
、
健
康
に
充
分
注
意
し

て
、
頑
張
れ
」
で
し
た
。
数
日
後
、
時
に
昭
和
二
十
年
八

月
十
五
日
、
夕
闇
迫
る
頃
に
停
戦
の
第
一
報
が
入
り
ま
し

た
。数

日
後
、
山
を
降
り
て
海
岸
線
の
道
路
に
出
ま
し
た
。

武
装
解
除
で
し
た
。
英
軍
か
オ
ラ
ン
ダ
兵
か
濠
洲
軍
か
混

成
部
隊
の
よ
う
で
し
た
。
自
分
た
ち
の
腕
時
計
や
万
年
筆

ま
で
没
収
さ
れ
ま
し
た
。
翌
日
、
収
容
所
の
よ
う
な
有
刺

鉄
線
で
囲
ま
れ
た
中
に
天
幕
が
あ
り
、
そ
こ
で
全
裸
に
な

り
、
全
身
消
毒
さ
れ
ま
し
た
。
身
体
検
査
後
、
食
事
に
つ

い
て
申
し
渡
さ
れ
、
水
は
一
日
に
飯
盒
一
杯
、
朝
と
昼
の

食
事
は
ビ
ス
ケ
ッ
ト
十
三
枚
で
、
夕
食
は
小
麦
粉
と
少
量

479



 

V
02D

00 L
:H
E
G
U
1431 480 88/11/15/17:23:58 H

E
G
U
1431 bun p470-480

の
米
を
使
っ
た
ス
ー
プ
で
し
た
。

そ
の
後
、
判
明
し
た
こ
と
で
す
が
、
自
分
た
ち
は
停
戦

で
「
終
戦
」
だ
と
思
い
ま
し
た
が
、
真
実
は
「
無
条
件
降

伏
」
と
知
ら
さ
れ
愕
然
と
し
ま
し
た
。

大
本
営
・
陸
軍
・
海
軍
、
そ
れ
に
加
え
て
参
謀
部
は
、

お
国
の
た
め
と
信
じ
て
戦
線
に
立
ち
、
無
惨
に
も
散
華
し

た
戦
友
た
ち
の
こ
と
や
ご
遺
族
の
思
い
を
、
少
し
は
理
解

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
自
分
は
捕
虜
と
し
て
生
き
永
ら

え
て
い
る
。

種
々
な
作
業
に
従
事
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ア
ビ
サ

ン
と
い
う
飛
行
場
に
送
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
軍
が
一
万
三

千
人
い
る
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
道
路
建
設
、

側
溝
整
備
、
砲
爆
撃
の
後
片
付
け
、
農
地
整
理
な
ど
の
作

業
が
毎
日
あ
り
ま
し
た
。
最
後
は
濠
洲
兵
の
監
視
監
督
下

で
の
作
業
で
し
た
。
彼
ら
は
鷹
揚
な
上
に
紳
士
的
で
助
か

り
ま
し
た
。

こ
こ
ラ
ブ
ラ
ン
島
に
来
て
早
半
年
余
り
に
な
り
ま
し

た
。
日
本
に
も
そ
ろ
そ
ろ
春
風
が
吹
い
て
い
る
だ
ろ
う
な

と
、
友
達
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
あ
る
日
、
沖
合
遙
か
に

大
き
な
黒
船
が
停
泊
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
私
た
ち
の
引
揚

船
で
す
。
小
舟
に
乗
っ
て
本
船
へ
乗
り
継
ぐ
の
で
す
。
残

務
整
理
で
何
十
人
か
残
り
ま
し
た
が
、
私
は
先
発
で
復
員

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
幕
舎
の
者
は
全
員
引
揚

げ
が
同
時
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
時
に
、
少
し
で
も
後
に

残
さ
れ
た
ら
嫌
な
も
ん
で
す
。
申
し
訳
な
い
よ
う
な
気
持

で
、
先
発
、
乗
船
し
、
帰
国
の
途
に
着
き
ま
し
た
。

昭
和
二
十
一
年
四
月
十
日
、
北
ボ
ル
ネ
オ
・
ラ
ブ
ラ
ン

島
出
帆
、
海
路
恙
な
く
、
同
年
同
月
二
十
四
日
に
大
竹
港

に
上
陸
し
、
全
身
が
真
っ
白
く
な
る
程
Ｄ
Ｄ
Ｔ
な
ど
で
消

毒
さ
れ
、
復
員
事
務
手
続
が
完
了
し
ま
し
た
。
そ
し
て
部

隊
は
解
散
と
な
り
、
一
路
故
郷
に
向
か
い
ま
し
た
。
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